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今
月
の
主
な
内
容

手
作
り
い
か
だ
で
出
発
進
行
！

９
月
号

N
o.1
1
4

平
成
2
6
年

（
2
0
1
4
）

8月
2日（

土
）、東

地
内

の
八

東
川

で
「

川
遊

び
フ

ェ
ス

タ
in八

東
川

」が
開

催
さ

れ
ま

し
た

。ラ
イ

フ
ジ

ャ
ケ

ッ
ト

を
着

用
し

た
子

ど
も

た
ち

は
カ

ヌ
ー

や
手

作
り

い
か

だ
に

乗
っ

て
川

遊
び

を
満

喫
し

ま
し

た
。

　
　

  （
関

連
記

事
25ｐ

）
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八
頭
町
地
域
福
祉
計
画 

推
進
中

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に

地
域
福
祉
計
画
と
は

「
八
頭
町
地
域
福
祉
計
画
」
は
、
町
民

と
行
政
の
協
働
に
よ
り
、
町
民
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
、
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
の
基
本
方
針
を
示
し
た
計
画
で
す
。

地
域
福
祉
計
画
の
背
景

八
頭
町
で
は
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
昭

和
60
年
を
ピ
ー
ク
に
人
口
は
減
少
を
続

け
、
山
間
部
の
集
落
を
中
心
に
過
疎
化
が

顕
著
と
な
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
化
に
よ
り

介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
る
方
も
必
然
的

に
増
加
し
、
中
で
も
認
知
症
高
齢
者
が
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
近
年
は
、
三
世
代

世
帯
の
大
家
族
が
減
少
し
、
核
家
族
化
が

進
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
典
型
的
な
核

家
族
か
ら
子
ど
も
世
代
が
独
立
し
、
高

齢
者
だ
け
で
暮
ら
す
世
帯
も
増
え
て
い
ま

す
。
世
帯
人
員
の
減
少
は
、
家
族
の
中
で

看
護
や
保
育
・
介
護
等
の
人
手
が
必
要
に

な
っ
た
際
に
、
そ
れ
を
担
う
力
が
減
少
す

る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
家
族
に
よ
る

ケ
ア
が
困
難
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
若
い
世
代
に
お
い
て
は
価
値
観

や
生
活
様
式
が
多
様
化
し
た
こ
と
で
、
住

民
同
士
の
地
域
で
の
付
き
合
い
は
総
じ
て

希
薄
化
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

集
落
の
老
人
ク
ラ
ブ
等
が
高
齢
者
相
互
の

支
え
あ
い
と
い
う
点
で
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
が
、
近
年
は
会
員
数
が
減

少
し
、
活
動
が
滞
る
ク
ラ
ブ
が
増
加
し
て

い
ま
す
。

「
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

し
続
け
た
い
」
と
い
う
の
は
、
住
民
誰
も

の
当
た
り
前
の
願
い
だ
と
い
え
ま
す
が
、

介
護
や
子
育
て
に
関
す
る
家
庭
環
境
が
脆

弱
化
し
て
い
る
中
で
、
こ
う
し
た
願
い
を

叶
え
る
に
は
町
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
役
割

が
極
め
て
大
切
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
認
知
症
高
齢
者
の
行
方
不
明

や
老
老
介
護
の
末
の
悲
劇
、
孤
独
死
と

い
っ
た
生
活
の
場
で
生
じ
る
様
々
な
問
題

を
防
ぐ
に
は
、
行
政
の
力
だ
け
で
は
十
分

に
解
決
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
公
的

な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
強
化
す
る
一
方
で
、

地
域
の
福
祉
活
動
を
通
じ
て
住
民
の
支
え

あ
う
力
を
強
化
し
、
行
政
と
住
民
の
双
方

の
力
を
結
集
し
て「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
推
進
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
町
で
は
平

成
24
年
３
月
に
策
定
し
た
「
八
頭
町
地
域

福
祉
計
画
」
の
基
本
理
念
で
あ
る
『
み
ん

な
で
支
え
あ
い
安
心
し
て
暮
ら
せ
る　

福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
』
を
実
現
す
る
た
め
、

行
政
と
住
民
が
協
働
し
て
地
域
に
密
着
し

た
生
活
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
具
体
的

な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
先
行
し

て
取
り
組
ん
で
い
る
福
祉
推
進
組
織
（
以

下
、「
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」
と
い
う
。）

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

上
私
都
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

上
私
都
地
区
で
は
、
旧
上
私
都
保
育
所

を
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
整
備
し
、

毎
週
月
・
木
曜
日
の
午
後
、
ま
ち
づ
く
り

カ
フ
ェ
『
こ
こ
い
ち
（
心
は
一
つ
の
略
）』

を
開
催
し
、
そ
の
中
で
、
エ
コ
ク
ラ
フ
ト

テ
ー
プ
を
使
っ
た
バ
ッ
グ
や
小
物
を
作

り
、 

認
知
症
の
高
齢
者
や
就
園
前
の
幼
児

の
見
守
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
、

小
学
校
が
参
観
日
な
ど
で
振
替
休
日
や
早

帰
り
と
な
っ
た
日
に
は
小
学
生
も
遊
び
に

来
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、毎
週
水
曜
日
は
、

50
～
70
歳
代
の
方
を
中
心
に
体
操
教
室
を

開
催
し
、
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
そ
の
他
に
も
一
年
を
通
し
て
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

夏
休
み
や
春
休
み
に
は
小
学
生
と
高
齢
者

と
の
交
流
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
拠
点
で
の
活
動
の
他
に
、
集
落
支
援
員

が
集
落
に
出
か
け
て
、
声
か
け
や
見
守

り
、
困
り
ご
と
な
ど
を
聞
く
中
で
、
行
政

な
ど
に
取
り
次
ぐ
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い

ま
す
。
時
に
は
、
集
落
の
集
ま
り
に
お
邪

魔
し
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

済
美
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

わいわい体操教室～済美地区～

夏休みこども交流（アメリカの遊びで楽しむ）～上私都地区～
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済
美
地
区
で
は
、
旧
済
美
地
区
児
童
館

だ
っ
た
と
こ
ろ
を
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と

し
て
整
備
し
、
毎
週
水
曜
日
の
午
後
、
ま

ち
づ
く
り
カ
フ
ェ
『
憩い
こ
い

や
』
を
開
催
し
、

高
齢
者
の
情
報
交
換
の
場
と
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
毎
月
第
２
・
第
４
月
曜
日
は
、

60
～
70
歳
代
の
方
を
中
心
に
体
操
教
室
を

開
催
し
て
軽
い
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
ほ
か
、
集
落
支
援
員
が
地
区
内

の
高
齢
者
宅
を
訪
問
す
る
見
守
り
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

５
月
に
は
、共
生
の
森
事
業
に
参
加
し
、

多
く
の
参
加
者
と
竹
林
の
整
備
に
汗
を
流

し
、
山
菜
の
天
ぷ
ら
な
ど
で
会
食
を
行
い

ま
し
た
。
６
月
に
は
、『
済
美
道
再
発
見

探
訪
』
と
し
て
、
地
元
有
識
者
（
山
根
幹

世
氏
、
岸
本
光
男
氏
）
の
案
内
で
薬
師
か

ら
旧
大
江
神
社
ま
で
散
策
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
防
災
福
祉
マ
ッ
プ
の
作
成

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

安
部
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

安
部
地
区
で
は
、
安
部
地
区
公
民
館
の

一
室
を
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
、
毎

週
木
曜
日
に
、
ま
ち
づ
く
り
カ
フ
ェ
『
あ

べ
茶
や
』
を
開
催
し
、
高
齢
者
の
情
報
交

換
の
場
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
月
１

回
、
介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
て
い
な
い

比
較
的
健
康
な
６５
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯

の
方
や
日
中
独
居
の
高
齢
者
を
中
心
に
、

地
区
サ
ロ
ン
『
な
か
よ
し
会
』
を
開
催
し
、

懐
か
し
い
安
部
地
区
の
様
子
（
祭
り
や
運

動
会
な
ど
）
を
撮
っ
た
ビ
デ
オ
の
観
賞

や
詐
欺
な
ど
に
遭
わ
な
い
た
め
の
学
習
、

ゲ
ー
ム
、
保
育
所
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
小
学

生
と
の
交
流
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

大
江
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

大
江
地
区
で
は
、
大
江
地
区
公
民
館
を

ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
、
毎
週
木
曜

日
に
、
ま
ち
づ
く
り
カ
フ
ェ
や
体
操
教
室

を
開
催
し
、
高
齢
者
の
情
報
交
換
と
健
康

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

悪
質
商
法
対
策
講
座
や
認
知
症
予
防
講
座

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
講
座
を
隔
月
で
開
催
し

て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
、
始
ま
っ
た
ば
か

り
で
す
が
、
今
後
、
地
域
の
課
題
を
考
え

活
動
し
て
い
く
た
め
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
い
、
大
江
地
区
福
祉
活
動
計
画
を
策

定
す
る
予
定
で
す
。

地
域
福
祉
計
画
の
今
後

地
域
福
祉
活
動
は
「
住
民
主
体
」
に

基
づ
い
て
推
進
さ
れ
る
こ
と
が
原
則
で

す
。
地
域
の
生
活
は
住
民
同
士
の
ふ
れ
あ

い
、
助
け
あ
い
、
支
え
あ
い
に
よ
っ
て
成

り
立
っ
て
い
ま
す
。
町
（
行
政
）
と
民
間

と
が
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
っ
て
協
働

し
、
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
が
推
進
さ
れ
る

と
考
え
ま
す
。
町
民
の
一
人
ひ
と
り
の
福

祉
へ
の
意
識
を
高
め
、
身
近
な
地
域
の
福

祉
活
動
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
へ
の
参
加
を
促
進

し
、
よ
り
多
く
の
町
民
が
福
祉
活
動
に
参

加
で
き
る
条
件
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

す
。介

護
保
険
法
や
障
害
者
総
合
支
援
法
の

施
行
に
よ
り
、「
自
分
で
選
び
、
自
分
で

契
約
す
る
福
祉
」
の
時
代
に
入
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
新
し
い
仕
組
み
の
な
か

で
、
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
情
報
提

供
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
情
報
伝
達
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
誰
も
が
い
つ

で
も
気
軽
に
利
用
で
き
る
相
談
窓
口
の
設

置
、あ
る
い
は
認
知
症
や
障
が
い
（
知
的
・

精
神
な
ど
）
で
判
断
能
力
が
十
分
で
な
い

方
の
権
利
を
擁
護
す
る
制
度
（
成
年
後
見

制
度
、
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
）
の
普

及
と
利
用
促
進
に
取
り
組
む
な
ど
、
利
用

者
・
町
民
の
立
場
に
立
っ
た
仕
組
み
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
達
の
安

全
確
保
に
努
め
、
子
育
て
支
援
の
取
り
組

み
を
強
化
し
ま
す
。

「
個
人
の
尊
厳
と
自
立
を
支
援
す
る
」

と
い
う
福
祉
の
新
し
い
方
向
性
の
な
か

で
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
き
い
き
と
安

心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
を
支
援
す
る

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
へ
と
視
点
を
切
り
か

え
て
い
く
と
と
も
に
、
介
護
予
防
事
業
の

推
進
や
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
ケ
ア
付
き

共
同
住
宅
整
備
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

平
成
28
年
度
を
目
途
に
、
統
合
等
に
よ

り
閉
所
と
な
る
保
育
所
等
の
公
共
施
設
を

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
整
備

し
、「
概
ね
旧
小
学
校
区
」を
単
位
と
し
て
、

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
を
全
町
に
展
開
す
る

予
定
で
す
。

なかよし会（小学生とそうめん流しに舌鼓）～安部地区～

悪質商法対策講座（寸劇の一場面）～大江地区～
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1
3
0
0
発
の
花
火
が
夜
空
を
彩
る

第
10
回

八
頭
町
き
ら
め
き
祭

「
第
10
回
八
頭
町
き
ら
め
き
祭
」
が

７
月
27
日（
日
）、午
後
４
時
30
分
か
ら
、

郡
家
運
動
場
で
開
催
さ
れ
、
猛
暑
の
中

約
３
８
０
０
人
の
来
場
者
が
イ
ベ
ン
ト

を
満
喫
し
ま
し
た
。

祭
り
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
歌
手

の
山
口
ひ
ろ
み
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、
８

月
３
日
放
送
の
Ｂ
Ｓ
Ｓ
山
陰
放
送
ラ
ジ
オ
の

公
開
録
音
が
行
わ
れ
、
ま
た
、
も
の
ま
ね
タ

レ
ン
ト
の
美
留
香
さ
ん
の
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー

も
大
変
好
評
で
、
数
多
く
の
も
の
ま
ね
に
会

場
は
笑
い
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

「
八
東
平
成
太
鼓
」
の
子
ど
も
た
ち
に
よ

る
勇
ま
し
い
太
鼓
の
演
奏
で
芸
能
披
露
が
始

ま
り
「
八
頭
町
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
」
に

よ
る
八
頭
町
音
頭
は
ス
テ
ー
ジ
上
と
観
客
席

で
披
露
さ
れ
、
２
曲
目
は
、
来
場
さ
れ
た
み

な
さ
ん
も
一
緒
に
輪
に
入
っ
て
踊
り
、
会
場

に
一
体
感
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
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ものまねタレントの
美留香さん

歌手の
山口ひろみさん

「
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
ユ
ニ
ッ
トgre-gla

」

の
笛
と
ギ
タ
ー
に
よ
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
民

族
音
楽
の
演
奏
。「
ら
ら
・
フ
ロ
ー
ラ
」
に

よ
る
優
雅
な
〝
ス
コ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ダ
ン
ス

〟
と
、
軽
快
な
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
「
恋
す
る

フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
ク
ッ
キ
ー
」
の
八
頭
町
バ
ー

ジ
ョ
ン
の
ダ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
る
と
、
来
場

者
の
手
拍
子
で
会
場
内
は
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。日

韓
子
ど
も
交
流
事
業
に
参
加
し
て
い
る

八
頭
町
の
児
童
に
よ
る
傘
踊
り
と
韓
国
横フ
ェ
ン
ソ
ン城

郡
の
児
童
に
よ
る
力
強
い
テ
コ
ン
舞
の
発

表
。
郡
家
中
北
連
の
13
名
に
よ
る
雄
大
な
傘

踊
り
と
鳴
子
踊
り
、
そ
し
て
、
八
頭
町
Ｐ
Ｒ

隊
に
よ
る
華
麗
な
踊
り
で
芸
能
披
露
が
締
め

く
く
ら
れ
ま
し
た
。

会
場
内
に
は
、
八
頭
町
で
活
躍
さ
れ
て
い

る
出
店
者
に
よ
る
バ
ザ
ー
が
多
く
あ
り
、
そ

の
お
い
し
さ
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、
み
な

さ
ん
が
祭
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
中
に

は
行
列
が
で
き
た
り
、
見
事
完
売
に
な
る
バ

ザ
ー
も
あ
る
な
ど
、
大
変
盛
況
で
し
た
。

さ
ら
に
、
八
頭
町
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
や
ず
ぴ
ょ
ん
」
と
一
緒
に
写
真
を
撮

る
こ
と
が
で
き
る
顔
出
し
パ
ネ
ル
が
設
置
さ

れ
、
小
さ
な
お
子
様
連
れ
の
家
族
に
大
好
評

で
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
の
締
め
く
く
り
は
、
１
等
１
万

円
分
の
商
品
券
が
当
た
る
「
き
ら
め
き
大
抽

選
会
」
を
行
い
、
来
場
者
は
、
読
み
上
げ
ら

れ
る
番
号
に
一
喜
一
憂
し
て
い
ま
し
た
。

最
後
は
、
花
火
を
約
１
３
０
０
発
打
ち
上

げ
、
大
盛
況
の
う
ち
に
祭
り
は
閉
幕
し
ま
し

た
。
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農
業
委
員
紹
介

 

任
期  
平
成
26
年
７
月
20
日
～
平
成
29
年
７
月
19
日

任
期
満
了
に
伴
う
八
頭
町
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙
が
７
月
８
日
告
示
、
７
月

13
日
投
票
日
と
決
定
し
、
執
行
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
立
候
補
の
届
出
の
あ
っ

た
19
名
が
無
投
票
当
選
と
な
り
ま
し
た
。

７
月
24
日
（
木
）、
各
種
団
体
か
ら
の
選
任
委
員
６
名
を
加
え
た
25
名
の
委
員
の

皆
さ
ん
に
よ
り
、
初
総
会
が
開
か
れ
、
会
長
に
藪
田
幸
雄
さ
ん
、
会
長
職
務
代
理
者

に
田
中
喜
一
郎
さ
ん
、
田
中
洋
司
さ
ん
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

郡
家
地
域

担
当
地
区

（
敬
称
略
）

郡
家
地
域

担
当
地
区

（
敬
称
略
）

勝
　
原
　
貴
美
恵　

麻　

生　

 

姫路・明辺・
山志谷

落岩・麻生

議会推薦

橋
　
本
　
金
次
郎　

市　

場　覚王寺・東市場
市場・上津黒

田
　
中
　
正
　
則　

野　

町　
福地・野町

横
　
山
　
和
　
男　

郡　

家　下坂・奥谷・宮谷
福本・郡家

田
　
中
　
喜
一
郎　

大　

坪　上大坪・下大坪
奥山上・口山上・山田
山路・花原・上峰寺

職
務
代
理
者

村
　
上
　
吉
　
孝　

門　

尾　門尾・下門尾・堀越
井古・稲荷・下峰寺

岡
　
本
　
達
　
眞　

市　

谷　
市谷・西御門

鳥取いなば農協推薦

澤
　
田
　
俊
　
雄　

米　

岡　土師百井、土師百井二
石田百井・米岡

国中一区・国中二区

宮
　
本
　
彰
太
郎　

郡
家
殿　

大門・花・郡家殿

山
　
﨑
　
儀
　
章
　

市　

場　別府・篠波
下津黒・延命寺

古
　
井
　
淳
　
二　

池　

田　池田・久能寺
万代寺・上万代寺
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船
岡
地
域

担
当
地
区

（
敬
称
略
）

八
東
地
域

担
当
地
区

（
敬
称
略
）

鎌
　
谷
　
一
　
也　

船　

岡　
下町・新庄・破岩

岩
　
城
　
正
　
一　

船　

岡　坂町・上町
下濃・坂田

八頭中央土地改良区推薦

安
　
藤
　
博
　
子　

橋　

本　
大江・下野・橋本

議会推薦

谷
　
口
　
與
理
幸　

水　

口　
塩上・水口・船岡殿

田
　
中
　
洋
　
司　

見　

槻　見槻中・西谷
見槻・志子部

職
務
代
理
者

東
　
口
　
守
　
夫　

隼　

福　福井・隼福
上野・隼郡家

木
　
下
　
祐
一
郎

  　

東　
　横田・茂田・才代一

才代二・岩渕
鍛冶屋

岡
　
田
　
孝
　
明　

稗　

谷　富枝・細見・志谷
中・稗谷・北山

重枝・妻鹿野・横地

岩
　
見
　
正
　
明　

小
別
府　

安井宿・新興寺
小別府

鳥取県農業共済組合推薦

多
　
内
　
　
　
茂　
　

島　
　竹市・下徳丸

上徳丸
島・中南・下南

有
　
岡
　
正
　
裕　

三　

浦　三浦・柿原・佐崎
奥野・茂谷・清徳
小畑団地・三山口

藪
　
田
　
幸
　
雄　
　

南　
　

上南・日田・用呂

会
　
長

木
　
原
　
君
太
郎　

日
下
部　

下日下部・上日下部

竹
　
内
　
明
　
子　

徳　

丸　
皆原・東一・東二

議会推薦



個
人
住
民
税
等
の
還
付
加
算
金
の

　
　
　
　
未
払
い
に
つ
い
て
（
お
詫
び
）

他
自
治
体
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
個
人
住

民
税
等
の
還
付
加
算
金
の
未
払
い
の
報
道

と
鳥
取
県
か
ら
の
還
付
加
算
金
の
取
り
扱

い
通
知
を
受
け
、
本
町
の
事
務
処
理
手
続

き
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
同
様
の
算
定
誤

り
が
あ
り
、
還
付
加
算
金
の
未
払
い
が
あ

る
こ
と
が
判
明
い
た
し
ま
し
た
。

町
税
等
は
、
納
め
す
ぎ
た
金
額
が
あ
っ

た
場
合
、
還
付
金
と
併
せ
て
地
方
税
法
の

規
定
に
基
づ
き
計
算
し
た
金
額
（
還
付
加

算
金
）
を
加
算
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

が
、
こ
れ
ま
で
本
町
で
は
、
還
付
加
算
金

の
算
定
基
準
と
な
る
日
数
計
算
の
始
期
に

つ
い
て
、
地
方
税
法
の
解
釈
を
誤
り
、
還

付
加
算
金
を
過
少
に
算
定
し
て
お
り
ま
し

た
。具

体
的
に
は
、
所
得
税
の
確
定
申
告
に

起
因
す
る
住
民
税
の
過
納
金
に
つ
い
て
、

還
付
加
算
金
の
算
定
期
間
の
始
期
を
「
納

付
又
は
納
入
の
あ
っ
た
日
の
翌
日
」
か
ら

算
定
す
べ
き
と
こ
ろ
を
、「
所
得
税
の
更

正
の
通
知
が
さ
れ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算

し
て
１
か
月
を
経
過
す
る
日
の
翌
日
」
と

し
て
計
算
し
て
い
た
た
め
、
還
付
加
算
金

の
算
定
期
間
が
短
く
な
り
、
還
付
加
算
金

を
過
少
に
算
出
し
て
い
た
も
の
で
す
。

こ
の
度
、
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
り
、

過
去
５
年
間
に
さ
か
の
ぼ
り
調
査
し
た
結

果
、
未
払
い
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
還

付
加
算
金
に
つ
き
ま
し
て
、
対
象
者
の
皆

様
に
支
払
い
手
続
き
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

未
払
い
が
生
じ
た
対
象
者
の
皆
様
に

は
、
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ

と
を
心
か
ら
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
再
発
防
止
と
町
民
の
皆
様
の
信
頼

回
復
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
町
の
税
務
行
政
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

臨時福祉給付金について
　平成 26 年 4 月からの消費税率引き上げによる
住民税非課税者への影響を緩和することを目的
として、暫定的・臨時的な措置として「臨時福
祉給付金」が支給されます。
 支給対象者 
　平成 26 年度分の町県民税が課税されない方。
ただし、扶養者が課税されている場合や生活保
護制度の被保護者の場合などは対象外です。
＊　対象者には、７月初旬に申請書を郵送済。
 支 給 額 
　支給対象者 1 人につき 1 万円
　（注）支給対象者の中で以下に一つ以上該当す
る方は、5,000 円加算されます。
　老齢基礎年金、障害基礎年金、遺族基礎年金　
児童扶養手当、特別児童扶養手当、特別障害者
手当等の受給者など
 申請場所 　税務課、船岡住民課、八東住民課
 持参する物 
郵送された申請書、印鑑、振込口座の通帳等
 申請期限 　平成 26 年 12 月 25 日（木）
 問い合わせ 　税務課　☎ 76-0204

国民健康保険
資格取得・喪失の届出のお願い

　国保以外の医療保険の資格を喪失した場合は、
国民健康保険への加入届け出が必要になります。
反対に国民健康保険に加入されていた方が、国
保以外の医療保険に加入された場合には、国民
健康保険の資格喪失届けが必要になります。
　国保の加入・喪失は異動があったらできるだ
け早め（２週間以内）に届け出をお願いします。
　届け出には次の物が必要です。

国保へ加入の場合 国保資格喪失の場合

届
け
出
に
必
要
な
も
の

① 国保以外の保険
の喪失日の分か
る書類（雇用保
険の受給者証な
ど）

②印鑑（認め印）
③ 届け出者の確認

の 出 来 る も の
（運転免許証な
ど）

① 新しく加入され
た医療保険の保
険証の写し

②印鑑（認め印）
③ 届け出者の確認

の出来るもの（運
転免許証など）

④ お手元の国保の
保 険 証（ 返 納 し
ていただきます）

 問い合わせ 　税務課☎ 76-0204

税
　  

務
　  

課
　
☎
76

−

0
2
0
4

船 

岡 

住 

民 

課
　
☎
72

−

0
0
4
4

八 

東 

住 

民 

課
　
☎
84

−

1
2
2
2

か
ら
の

 

お
知
ら
せ

税
務
課

　問合せ先　
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第
４
回 

八
頭
町
子
育
て
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
！！

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

〒680-0607
八頭町徳丸578-1

☎ 84-2361
FAX 84-2362

８
月
３
日
（
日
）、
午
前
10
時
か
ら
八
頭

町
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に『
第

４
回
八
頭
町
子
育
て
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』

を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
約
２
０
０
名
の
親
子
に
ご
来
場

い
た
だ
き
、
鳥
取
市
鹿
野
町
を
拠
点
に
活

動
さ
れ
て
い
る
『
鳥
の
劇
場
』
さ
ん
に
よ

る
演
劇
『
ど
ろ
ぼ
う
が
っ
こ
う
』
の
鑑
賞

と
演
劇
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

絵
本
『
ど
ろ
ぼ
う
が
っ
こ
う
』（
か
こ 

さ
と
し
作
）
が
題
材
の
演
劇
と
あ
っ
て
、

お
は
な
し
を
知
っ
て
い
る
親
子
も
多
く
、

子育て・孫育て講演会
社会性豊かな子どもに育つに

は家庭でどんなことが大切かな
ど、小枝先生にしつけや発達な
ど育児に役立つお話をしていた
だきます。 

子育て中の方はもちろん、こ
れから子育て、孫育てを始める
方の参加もお待ちしています !
 日　時   9 月 12 日（金）

 10：00 ～ 11：30
 会　場  八頭町中央公民館
 参加費  無料（無料の託児あり） 
 対象者  講座に興味のある方
 定　員  50 名（先着順）
 講　師  鳥取大学付属小学校

校長 小枝達也 先生
 演　題  『子どもの発達を支

える環境について 』
 締切日  9 月 5 日（金）

 申し込み・問い合わせ  男女共同参画センター「かがやき」☎ 84-2361

集落の人口減少、少子高齢
化が進んだ鳥取県内の自治会
が男女共同参画で地域づくり
に取り組む活動を紹介したＤ
ＶＤの視聴と意見交換を行い
ます 。

少子高齢化という身近な問
題に対して、積極的に取り組
んでいる県内の事例です。
 日　時  9 月 24 日（水）

19：00 ～ 20 ：30 
 会　場  男女共同参画センター
　　　　「かがやき」
 参加費  無料
 対象者  講座に興味のある方
 定　員  20 名（先着順）
 締切日  9 月 19 日（金）

大
迫
力
の
演
技
に
お
子
さ
ん
だ
け
で
な
く
、

大
人
も
グ
イ
グ
イ
引
き
込
ま
れ
、
演
劇
教

室
で
は
、
興
奮
冷
め
や
ら
ぬ
雰
囲
気
の
中
、

劇
中
に
出
て
き
た
「
カ
ギ
開
け
体
操
」
を

教
わ
る
な
ど
大
人
も
子
ど
も
も
大
興
奮
の

ひ
と
と
き
で
し
た
。

そ
の
他
に
も
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
竹

を
使
っ
た
本
格
そ
う
め
ん
流
し
や
ハ
ッ
ピ

ー
た
い
や
き
な
ど
の
フ
ー
ド
コ
ー
ナ
ー
等

で
大
変
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

今
後
も
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

演劇の鑑賞

そうめん流し

地域活性化事例研修
 日　時  10 月 5 日（日）

10：00 ～ 13 ：00
 会　場  八東総合運動公園内

「子どもの丘」
 参加費  １人 200 円
 対象者  子育て中の親子
 定　員  10 家族程度
 メニュー  ドライカレー、

まきまきパン、
焼きりんご＆バナナ

 持ち物  軍手・水筒・タオル
 服　装  動きやすい服装でお

越しください
 締切日  9 月 26 日（金）

親子アウトドア☆クッキング

YAZU
2014.99



保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

連 絡 先
保

健

係

T
E
L 

72
ー
3
5
6
6

F
A
X 

72
ー
3
5
6
5

介

護

保

険

係

T
E
L 

72
ー
3
5
5
5

障

が

い

福

祉

係

T
E
L 

72
ー
3
5
9
0

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

T
E
L 

72
ー
3
5
7
4

　

～
大
切
な
命
を
み
ん
な
で
守
り
ま
し
ょ
う
～

９
月
10
日
は
自
殺
予
防
デ
ー

９
月
10
日
～
９
月
16
日
は
自
殺
予
防
週
間
で
す

支
え
る
守
る
か
け
が
え
の
な
い
命

日
本
の
年
間
自
死
者
数
は
平
成
10
年
に

急
増
し
て
以
降
、
14
年
連
続
し
て
３
万
人

を
超
え
る
深
刻
な
状
況
が
続
き
、
平
成
24

年
に
15
年
ぶ
り
に
３
万
人
を
下
回
っ
た
と

は
い
え
、
今
も
多
く
の
人
が
自
ら
命
を
絶

っ
て
い
ま
す
。

多
く
の
自
死
は
様
々
な
悩
み
や
問
題
に

よ
り
心
理
的
に
追
い
詰
め
ら
れ
、
自
ら
命

を
断
つ
こ
と
以
外
の
選
択
肢
を
考
え
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
末
の
死

で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
自
死
を
図

る
人
の
多
く
は
ス
ト
レ
ス
や
こ
こ
ろ
と
身

体
の
不
調
や
病
気
な
ど
を
抱
え
、
周
囲
の

人
に
何
ら
か
の
サ
イ
ン
を
発
し
て
い
た
こ

と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
状
態

が
長
く
続
き
、
こ
こ
ろ
や
身
体
に
ひ
ず
み

が
生
じ
る
前
に
ス
ト
レ
ス
と
上
手
に
付
き

合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

 

ス
ト
レ
ス
を
味
方
に
！
　
　 

日
常
の
中
で
身
体
に
生
じ
る
変
化
を
ス

ト
レ
ス
と
い
い
ま
す
。
自
分
が
今
ス
ト
レ

ス
状
態
に
あ
る
か
ど
う
か
、
ま
た
何
に
ス

ト
レ
ス
を
感
じ
や
す
い
か
知
る
こ
と
で
、

ス
ト
レ
ス
に
対
処
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

こ
こ
ろ
の
健
康
維
持
に
は
自
分
が
受
け
て

い
る
ス
ト
レ
ス
を
理
解
し
、
柔
軟
に
受
け

止
め
て
、
ス
ト
レ
ス
を
「
な
く
す
」、「
勝

つ
」
よ
り
も
、
自
分
な
り
の
対
応
方
法
を

身
に
つ
け
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

気
軽
に
で
き
る
ス
ト
レ
ス
解
消
法
（
例
）

◇
運
動
… 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
適
度
な
運

動
で
心
の
安
定
に
働
く
脳
内
ホ

ル
モ
ン
の
分
泌
が
盛
ん
に
な

り
、
気
分
も
す
っ
き
り
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
で
き
ま
す
。

◇
睡
眠
…
室
温
、
照
明
を
調
節
し
、
安
眠

　
　
　
　

 

で
き
る
環
境
づ
く
り
か
ら
自
分

に
あ
っ
た
十
分
な
睡
眠
を
確
保

し
ま
し
ょ
う
。

◇
趣
味
… 

熱
中
で
き
る
趣
味
や
ス
ポ
ー

ツ
、
旅
行
等
で
気
分
転
換
を
は

か
り
ま
し
ょ
う
。

◇
リ
ラ
ク 

ゼ
ー
シ
ョ
ン
…
入
浴
、
マ
ッ
サ

ー
ジ
、
好
き
な
香
り
や
ア
ロ
マ

等
で
心
も
身
体
も
リ
ラ
ッ
ク
ス

で
き
ま
す
。

◇
笑
い
… 

こ
こ
ろ
の
緊
張
を
ほ
ぐ
し
、
ス

ト
レ
ス
ホ
ル
モ
ン
を
減
少
す
る

効
果
が
あ
り
、
マ
イ
ナ
ス
の
感

情
が
安
ら
ぎ
ま
す
。

「
眠
れ
て
ま
す
か
？
」

ま
た
、
不
眠
は
う
つ
病
で
も
っ
と
も
よ

く
み
ら
れ
る
症
状
の
ひ
と
つ
で
す
。
八
頭

町
で
は
身
近
な
睡
眠
を
通
し
て
「
眠
れ
て

ま
す
か
？
」
睡
眠
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
十
分
な
睡
眠
は
こ
こ
ろ
と

か
ら
だ
の
栄
養
で
す
。
眠
れ
な
い
日
が
２

週
間
以
上
続
く
よ
う
な
ら
、
一
人
で
悩
ま

ず
専
門
の
相
談
機
関
等
に
相
談
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

身
近
な
こ
こ
ろ
の
見
守
り
隊

（
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
）

「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
」
と
は
、
悩
ん
で

い
る
人
に
気
づ
き
、
声
を
か
け
、
話
を
聞

い
て
、
見
守
る
人
の
こ
と
で
す
。
身
近
な

あ
な
た
の
気
づ
き
や
声
か
け
が
悩
ん
で
い

る
人
の
孤
立
を
防
ぎ
、
安
心
感
を
与
え
ま

す
。
ま
た
、
悩
み
に
直
面
し
た
と
き
に
声

を
か
け
て
く
れ
た
り
、
気
持
ち
に
寄
り
添

い
話
を
聞
い
て
く
れ
る
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー

が
い
る
だ
け
で
、
気
持
ち
が
楽
に
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
身
近
な
人
が
思
い
つ
め
て
い
る

状
態
に
気
づ
く
た
め
に
は
、
普
段
か
ら
の

会
話
や
お
互
い
気
軽
に
助
け
合
え
る
関
係

づ
く
り
が
大
切
で
す
。
大
切
な
人
が
悩
ん

で
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
ら
、
勇
気
を
だ

し
て
声
を
か
け
て
み
ま
し
ょ
う
。
周
り
の

人
が
「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
」
と
し
て
活
動

す
る
こ
と
が
命
を
守
る
活
動
に
繋
が

り
ま
す
。
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
な
い

で
、
早
め
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

相

談

窓

口

（
平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

◆
郡
家
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
５
８
‐
7２
‐
３
５
６
６

◆
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
５
８
‐
7２
‐
３
５
７
4

◆
鳥
取
県
立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
５
７
‐
２1
‐
３
０
３
１

◆
鳥
取
県
東
部
福
祉
保
健
事
務
所

☎
０
８
５
７
‐
２２
‐
５
６
１
６

◆
鳥
取
い
の
ち
の
電
話（毎

日
1２
時
～
２1
時
）

☎
０
８
５
７
‐
２1
‐
４
３
４
３

◆
自
殺
予
防
い
の
ち
の
電
話
（
無
料
）

（
毎
月
10
日
８
時
～
翌
日
８
時
）

☎
０
１
２
０
‐
７
３
８
‐
５
５
６
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0 5 10 15 20

70歳以上 11
3

1 4
41

2
1

感染性あり
感染性なし

7
60代
50代
40代
30代
20代

「
メ
ー
ル
１
１
９
」

「
Ｆ
Ａ
Ｘ
１
１
９
」
の
運
用
開
始

●
電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
緊
急
通
報

　
「
メ
ー
ル
１
１
９
」
に
つ
い
て

東
部
消
防
局
で
、
火
災
や
救
急
の
緊
急

事
案
の
発
生
時
に
、
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ

ン
か
ら
メ
ー
ル
で
火
災
や
救
急
の
緊
急
通

報
の
受
け
付
け
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
メ

ー
ル
１
１
９
の
利
用
に
際
し
、
い
た
ず
ら

メ
ー
ル
等
の
防
止
を
図
る
た
め
、
事
前
の

登
録
が
必
要
で
す
。

○
登
録
（
利
用
）
対
象
者

　

鳥
取
県
東
部
地
域
に
お
住
ま
い
か
、
通

勤
・
通
学
し
て
い
る
方
で
、
会
話
に
よ
る

意
思
の
伝
達
が
困
難
な
方
が
対
象
で
す
。

※
原
則
と
し
て
障
が
い
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
方
。

○
注
意
事
項

（
１
）
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
で
対
応
で
き

る
災
害
は
、
東
部
地
域
の
み
で
す
。

（
２
）
メ
ー
ル
１
１
９
番
通
報
シ
ス
テ
ム

の
利
用
に
伴
う
通
信
料
は
、
利
用
者
の
負

担
と
な
り
ま
す
。

●
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
る
緊
急
通
報

　
「
Ｆ
Ａ
Ｘ
１
１
９
」
に
つ
い
て

○
利
用
対
象
者

　

鳥
取
県
東
部
地
域
に
お
住
ま
い
か
、
通

勤
・
通
学
し
て
い
る
方
で
、
会
話
に
よ
る

意
思
の
伝
達
が
困
難
な
方
が
対
象
で
す
。

※
原
則
と
し
て
障
が
い
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
方
。

○
注
意
事
項

事
前
登
録
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
文

字
や
イ
ラ
ス
ト
に
よ
り
緊
急
通
報
を
行
う

も
の
で
、
通
報
者
は
局
番
な
し
の
１
１
９

番
を
ダ
イ
ヤ
ル
し
Ｆ
Ａ
Ｘ
操
作
だ
け
で
通

報
内
容
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
受
付
場
所

八
頭
町
役
場
保
健
課（
郡
家
保
健
セ
ン
タ
ー
）

電　

話　

７
２
‐
３
５
６
６

Ｆ
Ａ
Ｘ　

７
２
‐
３
５
６
５

○
お
問
合
せ
先

東
部
消
防
局
情
報
指
令
課

（
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
）

電　

話　

０
８
５
７
‐
２
３
‐
０
１
１
９

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
８
５
７
‐
２
６
‐
９
４
０
６

問
合
せ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

shirei@
tottori-tobushobo.jp

第４回健康講座のご案内
 日 時  9月12日（金）

　　　 13：30～15時（受付13時～）

 会 場  郡家保健センター

 内 容  ◆講演「笑って「わ」を！！！」

 講 師  鳥取大学 医学部
　　　 地域医療学講座　

 　　　井
いのうえ

上　和
かずおき

興 氏

◆出前図書館

講座に３回参加する毎に「わくわくグッ
ズ」を進呈します。参加回数に応じて記
念品が変わります。お楽しみに♪♪

皆さんお誘い合わせのうえ、ぜひお越しくだ
さい。多くの方のご参加をお待ちしております。

 問い合わせ  
八頭町役場 保健課 

☎ 72-3566  FAX 72-3565

参加費
無料

申込不要

その咳､本当に風邪ですか？
結核予防週間（9月24日～30日）
鳥取県東部管内では、年間新たに約３０人が

結核を発症しています。そのうち、約６割が
６０歳以上の高齢者です。 

結核は近年減少傾向にあるものの、今もなお
重要な感染症のひとつで、過去の病気ではあり
ません。
★結核は早期発見・治療が大切です。
　 気になる症状がある時は、医療機関を受診し

てください！
★ 早期発見のため､年１回は必ず結核検診（胸部

エックス線検査）を受けましょう。

鳥取県東部管内の結核患者発見状況（平成25年
中の鳥取県東部管内の新規発見患者数：34人）

 問い合わせ 
東部福祉保健事務所健康支援課医薬・疾病対策担当
☎ 0857-22-5694　FAX 0857-22-5669

緊急
通報

YAZU
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総合検診（がん検診と特定健康診査）を受けましょう！！総合検診（がん検診と特定健康診査）を受けましょう！！
　が　ん　検　診　

結核・肺がん・胃がん・大腸がん・前立腺がん・子
宮がん・乳がん・骨粗しょう症・肝炎ウイルス検査

　特　定　健　康　診　査　
検査項目…身長、体重、血圧、腹囲、血液、尿

 （心電図、眼底検査等は医師の判断による）

６月から総合検診が始まっています。今後の検診日程は次のとおりです。年に一度は各種検診を受診し
ましょう。

受付時間　午前8：30～10：00（全会場とも）

月　　日 検　診　会　場
船
岡
地
域

９月９日（火） 船岡保健センター

９月17日（水） 大江地区公民館

郡
家
地
域

９月19日（金） 上私都改善センター

９月26日（金） 中私都改善センター

９月30日（火） 下私都改善センター

10月1日（水） 大御門改善センター

10月3日（金） 国中改善センター

10月21日（火） 郡家保健センター

10月22日（水） 郡家保健センター

全
地
域

10月25日（土） 郡家保健センター

10月28日（火） 郡家保健センター

10月29日（水） 郡家保健センター

11月18日（火） 郡家保健センター

11月19日（水） 郡家保健センター

11月19日（水） 郡家保健センター
（乳がん・子宮がん）13時～14時

12月7日（日） 郡家保健センター

12月23日（火） 郡家保健センター

1月21日（水） 郡家保健センター

検診会場に
持参するもの

がん検診………総合検診受診票、クーポン券（対象者のみ）
特定健康診査…①特定健康診査受診券 ②それに記入されている一部負担金 ③保険証

 対象者（年齢は、平成 27 年 3 月 31 日現在）

 ◎ 結核検診　　　　：65 歳以上の男性・女性
 ◎ 肺がん検診　　　：40 歳以上の男性・女性
 ◎ 胃がん検診　　　：40 歳以上の男性・女性
 ◎ 大腸がん検診　　：40 歳以上の男性・女性
 ◎ 前立腺がん検診　：50 歳以上の男性
 ◎ 子宮がん検診　　：20 歳以上の女性
 ◎ 乳がん検診　　　：40 歳以上の女性で
　　　　　　　　　　  偶数年齢の方（40 歳・42 歳…）
 ◎ 骨粗しょう症検診： 40･45･50･55･60･65･70 歳

の節目年齢の女性
 ◎ 肝炎ウイルス検査： 40 歳以上 74 歳までの方で今

までに受けていない方

　注 意 事 項 
※ 胃がん検診受診者（バリウム撮影）は、前日の午後9

時以降は絶食・絶飲（水、お茶、タバコ等）
※ 乳がん検診については、当日の定数（35人程度）を

越えますと受診できない場合があります。
　 　また、事前に郡家保健センターで未受診確認を行

っていれば、奇数年齢の方でも前年度未受診であれ
ば受診できます。なお、未受診確認を行っていない
場合は、当日受診できません。

※ 休日の乳がん検診については、事前に予約が必要で
す。郡家保健センターにお申し込みください。

巡回検診
船岡地域　９月２９日（月）

   結核・肺がん、大腸がん検診の巡回検診も行います。問診票を記入の上お越しください。
場　　所 時　　間 場　　所 時　　間

大江多目的集会場  9：00 ～ 9：40 西谷生活改善センター 14：00 ～ 14：20
下野生活改善センター  9：50 ～ 10：15 隼水泳会館前 14：30 ～ 14：50
橋本生活改善センター 10：25 ～ 10：45 上野ライスセンター前 15：00 ～ 15：20
塩上生活改善センター 10：55 ～ 11：15 下濃公民館 15：30 ～ 15：55
旧船岡殿農協倉庫 11：25 ～ 11：50 新庄公民館 16：05 ～ 16：25
見槻公民館 13：30 ～ 13：50 船岡公民館駐車場 16：35 ～ 17：00

郡家地域…10月27日（月）、10月30日（木）、11月5日（水）
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日 曜日 内　　容 時　　間 場　　所 対　　象

1 月
健康相談 受付 9:30～10:30 八東保健センター 一般

検診結果相談会 13:30～13:50 船岡地区公民館 8/5、8/6 健康診査受診者

3 水 さわやか体操教室 10:45～11:45 郡家保健センター 一般

4 木

水中運動教室 10:45～11:30 八東保健センター 一般

2 歳児歯科健康診査 受付12:40～12:55 郡家保健センター H24.3.26 ～ H24.5.31 生

健康講座 (受付13:40～)
14:00～15:00 八頭町中央公民館 一般 「知っておきたい肝臓病」

5 金 離乳食講習会 (受付9:15～）
9:30～12:00 郡家保健センター H26. 4. 4 ～ H26. 5.21 生

H25.10.19 ～ H25.12. 5 生
8 月 健康相談

こころの健康相談 受付 9:30～10:30 郡家保健センター 一般

9 火 総合検診 受付 8:30～10:00 船岡保健センター 検診案内チラシをご覧ください

11 木
水中運動教室 10:45～11:30 八東保健センター 一般

6 か月児健康診査 受付12:45～13:00 郡家保健センター H26.1.30 ～ H26.3.5 生

12 金 健康講座 (受付13:00～)
13:30～15:00 郡家保健センター 一般 「笑って " わ " を !」

16 火 ゆるやか体操教室 14:00～15:00 八東保健センター 一般

17 水 総合検診 受付 8:30～10:00 大江地区公民館 検診案内チラシをご覧ください

18 木
水中運動教室 10:45～11:30 八東保健センター 一般

３歳児健康診査 受付12:30～12:45 郡家保健センター H23.6.25 ～ H23.8.15 生

19 金 総合検診 受付 8:30～10:00 上私都改善センター 検診案内チラシをご覧ください

22 月
健康相談 受付 9:30～10:30 船岡保健センター 一般

認知症の人と　　　　　　　　　　　　　　　　　
家族の集い 13:30～15:30 郡家保健センター 認知症の方を介護している家族の

方など

24 水
さわやか体操教室 10:45～11:45 船岡保健センター 一般

検診結果相談会 受付13:30～13:50 隼水泳会館 8/26、8/27 健康診査受診者

25 木 水中運動教室 10:45～11:30 八東保健センター 一般

26 金
総合検診 受付 8:30～10:00 中私都改善センター 検診案内チラシをご覧ください

育児相談 13:30～15:30 郡家保健センター H26.6.30 ～ H26.7.26 生

29 月 巡回検診 9:00～17:00 船岡地域（12カ所巡回） 検診案内チラシをご覧ください

30 火
総合検診 受付 8:30～10:00 下私都改善センター 検診案内チラシをご覧ください

ゆるやか体操教室 10:45～11:45 郡家保健センター 一般

1 水 総合検診 受付 8:30～10:00 大御門体育センター 検診案内チラシをご覧ください

2 木
水中運動教室 10:45～11:30 八東保健センター 一般

5 歳児健康診査 通知でお知らせ 郡家保健センター H21.8.12 ～ H21.10.20 生

3 金 総合検診 受付 8:30～10:00 国中改善センター 検診案内チラシをご覧ください

6 月
健康相談 受付 9:30～10:30 八東保健センター 一般

検診結果相談会 受付13:30～13:50 船岡保健センター 9/9 健康診査受診者

9月の保健事業9月の保健事業

10月上旬の保健事業10月上旬の保健事業
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人
権
の

ひ
ろ
ば

船岡庁舎
人権推進課
☎72-3976

７
月
13
日
（
日
）、
中
央
公
民
館
を
会

場
に
八
頭
町
同
和
問
題
講
演
会
を
開
催

し
、
約
３
２
０
人
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。

以
下
、
要
約
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　
八
頭
町
同
和
問
題
講
演
会

　
　
「
水
平
社
宣
言
か
ら
学
ぶ
こ
と
」

　
　
　
　
水
平
社
博
物
館 

館
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
守
安 

敏
司
さ
ん

た
。
そ
の
創
立
大
会
で
全
国
水
平
社
創
立

宣
言
す
な
わ
ち
水
平
社
宣
言
が
採
択
さ
れ

ま
し
た
。

水
平
社
宣
言
は
国
内
の
大
正
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
と
い
う
民
主
主
義
的
な
空
気
に
大
き

な
影
響
を
受
け
た
だ
け
で
は
な
く
、
世
界

史
的
な
出
来
事
に
も
多
大
な
影
響
を
受
け

て
成
立
し
ま
し
た
。

【
世
界
史
の
中
の
水
平
社
】
　
　
　

１
９
１
９
年
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の

パ
リ
講
和
会
議
で
、「
人
種
差
別
撤
廃
案
」

を
日
本
が
提
案
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
日
本

国
民
に
圧
倒
的
に
支
持
さ
れ
た
一
方
で
、

世
界
に
人
種
差
別
撤
廃
を
求
め
る
の
で
あ

れ
ば
、
日
本
国
内
に
あ
る
部
落
差
別
を
撤

廃
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
批
判
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、同
会
議
で「
人
種
平
等
」「
民

族
自
決
」
の
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
イ

ン
ド
の
ガ
ン
ジ
ー
の
ス
ワ
ラ
ジ
ー
運
動
、

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
独
立
運
動
、
ア
フ
リ
カ

の
黒
人
の
民
族
独
立
運
動
が
燃
え
上
が
り

ま
し
た
。

全
国
水
平
社
設
立
に
大
き
な
役
割
を

担
っ
た
阪
本
清
一
郎
は
、
仲
間
と
、
部
落

の
歴
史
、
世
界
各
地
の
人
権
問
題
な
ど
を

研
究
し
、
独
立
運
動
に
も
影
響
を
受
け
ま

し
た
。
自
分
た
ち
も
自
ら
の
力
で
部
落
を

解
放
す
る
運
動
を
起
こ
さ
ね
ば
な
ら
な
い

と
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
民
族
自
決
の
考

え
と
「
人
種
差
別
撤
廃
案
」
の
提
案
は
、

全
国
水
平
社
創
立
と
水
平
社
宣
言
の
成
立

の
大
き
な
原
動
力
と
な
り
ま
し
た
。

【
水
平
社
宣
言
を
世
界
記
憶
遺
産
に
】

「
世
界
記
憶
遺
産
」
を
ご
存
じ
で
す

か
？
「
世
界
記
憶
遺
産
」
は
、
ユ
ネ
ス
コ

が
主
催
し
、
危
機
に
ひ
ん
し
た
書
物
や
文

書
な
ど
の
歴
史
的
記
憶
遺
産
を
保
全
し
、

広
く
公
開
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
事
業

で
す
。
登
録
さ
れ
た
も
の
は
、
フ
ラ
ン
ス

人
権
宣
言
、
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
交
響
曲
第
９

番
直
筆
楽
譜
、『
ア
ン
ネ
の
日
記
』、『
訓

民
正
音
』（
ハ
ン
グ
ル
）、
な
ど
で
す
。

日
本
か
ら
は
、
炭
鉱
の
記
録
を
描

い
た
「
山
本
作
兵
衛
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

（
２
０
１
１
）、
藤
原
道
長
の
日
記
『
御
堂

関
白
記
』（
２
０
１
３
）、
伊
達
正
宗
が
支

倉
常
長
を
ス
ペ
イ
ン
に
派
遣
し
持
ち
帰
っ

た
『
慶
長
遺
欧
使
節
関
係
資
料
』（
ス
ペ

イ
ン
と
の
共
同
申
請
、
２
０
１
３
））
の

３
件
で
す
。

今
年
３
月
、
ユ
ネ
ス
コ
本
部
に
、「
全

国
水
平
社
創
立
宣
言
と
関
係
資
料
」
を
申

請
し
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
国
内
の
選
考

で
落
選
し
ま
し
た
が
、
今
後
と
も
登
録
を

め
ざ
し
て
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
水
平
社
宣
言
の
意
義
と
価
値
】
　

全
国
水
平
社
創
立
宣
言
は
、
被
差
別
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
る
部
落
民
自
身
が
作
成

し
た
、
日
本
だ
け
で
は
な
く
世
界
で
も
初
め

て
の
人
権
宣
言
で
す
。
宣
言
は
、
上
か
ら
押

し
付
け
ら
れ
た
欺ぎ

瞞ま
ん

的
な
勦い
た
わり

と
同
情
的

な
憐あ

わ

れ
み
を
拒
否
・
批
判
し
、
部
落
差
別

を
撤
廃
す
る
た
め
に
は
自
由
と
平
等
を
は

じ
め
人
間
に
対
す
る
尊
敬
、
人
間
同
士
の

博
愛
と
和
解
、
人
間
の
差
異
を
超
え
た
人

類
愛
が
重
要
で
あ
る
と
主
張
し
ま
し
た
。

ま
た
、
宣
言
は
、
当
時
か
ら
現
在
ま
で

国
内
の
み
な
ら
ず
国
際
社
会
か
ら
も
広
く

取
り
上
げ
ら
れ
高
い
評
価
を
受
け
て
き
ま

し
た
。
当
時
、
宣
言
と
全
国
水
平
社
創
立

は
、
海
外
の
新
聞
や
雑
誌
で
紹
介
さ
れ
、

大
き
く
注
目
さ
れ
ま
し
た
。
国
内
外
で
、

歴
史
的
、
文
化
的
な
面
か
ら
、
そ
の
理
念

と
意
義
を
多
く
の
著
書
や
論
文
な
ど
で
論

述
さ
れ
、
宣
言
は
８
言
語
に
翻
訳
・
出
版

さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
日
本
の
学
校
教
育
に
お
い
て
も

重
視
さ
れ
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
社
会
科

の
教
科
書
で
教
材
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

す
な
わ
ち
宣
言
は
、
単
に
貴
重
な
歴
史

的
な
資
料
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
被
差
別

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を
は
じ
め
現
在
を
生
き
る

多
様
な
人
々
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

ま
す
。
ほ
か
の
何
物
に
も
代
え
る
こ
と
の

で
き
な
い
重
要
で
現
代
的
な
価
値
を
も
有

し
て
い
る
の
で
す
。

【
全
国
水
平
社
の
創
立
】
　
　
　
　

全
国
水
平
社
は
、
１
９
２
２
年
（
大
正

11
年
）
３
月
３
日
、
今
か
ら
92
年
前
に
部

落
差
別
か
ら
の
解
放
を
目
指
す
団
体
と
し

て
岡
崎
公
会
堂
で
創
立
大
会
を
行
い
ま
し
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第
１
回
人
権
・
同
和
問
題
講
座
を
開
催

第
１
回
人
権
・
同
和
問
題
講
座
を
開
催

7
月
24
日
（
木
）
郡
家
人
権
啓
発
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
鳥
取
こ
ど
も
学
園
「
希
望

館
」
里
親
支
援
専
門
相
談
員　

竹
下　

敏

さ
ん
と
鳥
取
県
東
部
里
親
会　

副
会
長　

村
上　

収
さ
ん
に
「
こ
ど
も
の
権
利
を
考

え
よ
う　

～
里
親
制
度
か
ら
学
ぶ
家
庭
で

育
つ
権
利
～
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

竹
下
さ
ん
は
里
親
制
度
や
鳥
取
県
内
に

お
け
る
里
親
の
状
況
に
つ
い
て
説
明
さ

れ
、「
施
設
や
里
親
に
預
け
ら
れ
る
こ
ど

も
た
ち
は
、
こ
ど
も
の
権
利
条
約
に
う
た

わ
れ
て
い
る
最
低
限
の
権
利
「
あ
た
り
ま

え
」
を
奪
わ
れ
て
い
る
。」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
村
上
さ
ん
は
里
親
と
し
て
今
ま

で
関
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
こ
ど
も
た
ち
の
様

子
を
報
告
さ
れ
、「
こ
ど
も
一
人
ひ
と
り

の
幸
せ
と
心
豊
か
で
健
や
か
な
成
長
を
願

い
、
安
心
し
た
生
活
が
お
く
れ
る
よ
う
愛

情
を
注
ぎ
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
同
じ
家
族
の
一
員
と
し
て
悩
み
、

喜
び
、
励
ま
し
合
い
な
が
ら
過
ご
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

平成２６年度 人権・同和問題講座
一人ひとりの人権が尊重されるまちをめざして人権・同和問題講座を開催します。

この講座は、お互いを大切にし、社会にひそむあらゆる差別や偏見に気づくことにより、差別解

消に向けての知識を身につけ、実践できる人材を養成することを目的にしています。

今年度は年間９回を計画しており、第４回から第６回を船岡人権啓発センターで開催します。自

分自身の人権感覚を磨き、正しい知識を習得するためにも是非ご参加ください。

№ 日　　時 テーマ 講　　師

４ 9月10日（水）
19：00～20：30 「障がい者の人権を考える」

鳥取県聴覚障がい者協会
指導員　諸家　紀子さん

５ 9月29日（月）
19：00～20：30

「今、子どもたちと
　　　同和教育を学び直す時」　

倉吉市人権政策課　
課長補佐　前田　寿光さん

６ 10月8日（水）
19：00～20：30 「自死遺族の思いを伝える」

コスモスの会
世話人　厨子　麗子さん

 主 　 催 　八頭町／船岡人権啓発センター
 会 　 場 　船岡人権啓発センター　

 問い合わせ先 　船岡人権啓発センター　電話　73-0030　

　※ 都合により日程等変更になることもあります。

連絡先

114

講師の村上さん

講師の竹下さん

YAZU
2014.915



おはなし会     ※申込不要・大人も入れます。
郡家図書館 船岡図書館 八東図書館

日にち
時　間

9月10日㈬
16:00～16:30
9月20日㈯
10：30～11：00
14：30～15：00

9月24日㈬
16:00～16:30
9月27日㈯
10:30～11:00

 9月13日㈯
14：00～14：30
9月24日㈬
16：00～16：30

９月カレンダー
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30

　新しく入った本

郡家図書館

船岡図書館

八東図書館

休館日 開館時間 10：00 ～ 18：00

みんなの図書館 郡家図書館  八頭町宮谷256-4 ☎（0858）72-6660
船岡図書館  八頭町船岡539-1 ☎（0858）72-3970
八東図書館  八頭町北山48-1 ☎（0858）84-6622
http://library.town.yazu.tottori.jp/　携帯電話からの本の検索・予約はこちら⬆

１　銀翼のイカロス� 池井戸　潤
２　悟浄出立� 万城目　学
３　利休の茶杓� 山本　兼一
４　リヤカー引いて世界の果てまで� 吉田　正仁
５　だから日本はズレている� 古市　憲寿
６　僕とおじいちゃんと魔法の塔６� 香月　日輪

１　道徳教育と江戸の人物学� 林　　敦司
２　砂子のなかより青き草� 宮木あや子
３　星々たち� 桜木　紫乃
４　月の部屋で会いましょう� レイ・ヴィクサヴィッチ
５　大相撲力士名鑑�平成26年度� 「相撲」編集部
６　お話のリスト�新装版� 東京子ども図書館

１　燦　1・2� あさのあつこ
２　樽屋三四郎言上帳13�狸の嫁入り� 井川香四郎
３　小鳥を愛した容疑者� 大倉　崇裕
４　約束の向こうに� 佃　　祐世
５　ネバネバごはん！� 岩崎　啓子
６　やさいもぐもぐ� ふくざわゆみこ

＊他館所蔵のものは、お取り寄せできます。
＊貸し出し中の場合はご予約ください。
　（インターネット・携帯電話からも予約ができます）

今夜はお月見♪おはなし会だぴょん

船岡あたまイキイキ音読教室

としょ豆コーナー：知っとんなる？毎月開催してる『おはなし会』って、大人も子どもも、誰でも無料で入れるだって。いっしょに行かーや！

今年の中秋の名月は９月８日月曜日です。
八頭町でいちばん有名なうさぎ「やずぴょん」

がゲストで来てくれます。
おはなし会の後、一緒に記念撮影ができます。

当日はカメラをご持参ください。
 日　時 　9 月 10 日（水）16：00 ～ 16：30
 場　所 　郡家図書館おはなしの部屋

 日　時 　9 月 26 日（金）10：00 ～ 11：30
 会　場 　宿坊光澤寺
 講　師 　宗元英敏氏（宿坊光澤寺住職）
 内　容 　やさしい仏教のお話
　　　　   地域おこしのお話宿坊「光澤寺」の取り組み 
  　　　　知っていますか、お寺の作法
　　　　  プチ写経・プチ瞑想
 定　員 　3 ０名
 服　装 　 スカートでお越しの方は、　

バスタオルをご持参ください。
 お申し込みは各図書館まで 

（電話・ＦＡＸ・メールでの申し込みも可能です）

昔話や詩歌、小説などを、参加されたみなさん
といっしょに声に出して読んでいく会です。声に出
して読むことで、脳の様 な々分野を刺激し、脳の
活性化が期待できるともいわれています。
 会　場 　船岡地区公民館
 日　時 　毎月第４週ごろ（平日）10：30 ～11：30
　※開催日は月によって変動します。
　　詳しくは船岡図書館までお問い合わせください。

【音読教室で使ったテキスト】
小泉八雲「葬られたる秘密」、石井桃子『やまのこど
もたち』、小林一茶の句、唱歌「われは海の子」等

くらしと仕事支援講座vol．15
こころに栄養補給

～やさしい仏教のお話とプチ仏教体験90分～
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郡　

家　

地　

域

国中・大御門コース
（火曜日）

稲荷・上私都コース
（水曜日）

中私都コース
（木曜日）

下私都コース
（金曜日）

巡
回
日

１０月 7 日・21 日 1日・15日・29日 9 日・23 日 3日・17日・31日
１１月 4 日・18 日 12 日・26 日 6 日・20 日 14 日・28 日
１２月 2 日・16 日 10 日・24 日 4 日・18 日 12 日・26 日

１月 6 日・20 日 14 日・28 日 8 日・22 日 16 日・30 日
２月 3 日・17 日 25 日 5 日・19 日 13 日・27 日
３月 3 日・17 日 11 日 5 日・19 日 13 日

巡
回
時
間

13:35～13:50 池田中ほど
13:55～14:10 米岡集会所
14:15～14:30 河原駅前
14:35～14:50 久能寺集会所 稲荷公民館 東市場老人憩の家 山田公民館
15:00～15:15 西御門山ノ手集会所 野町公民館 下市場町道広場 上峰寺集会所
15:25～15:40 市谷作業所 落岩集会所 上津黒集会所 延命寺公民館
15:50～16:10 大御門体育センター 上私都運動場 中私都改善センター 下私都改善センター

船　

岡　

地　

域

大江コース（水曜日） 隼コース（火曜日）

巡
回
日

１０月 8 日・22 日 １０月 14 日・28 日
１１月 5 日・19 日 １１月 11 日・25 日
１２月 3 日・17 日 １２月 9 日

１月 7 日・21 日 １月 13 日・27 日
２月 4 日・18 日 ２月 10 日・24 日
３月 4 日・18 日 ３月 10 日

巡
回
時
間

13:50～14:05 水口でこの館 13:50～14:05 旧福井バス停
14:10～14:25 大江神社入口 14:10～14:25 中村加工交流センターつどい
14:30～14:45 下野生活改善センター 14:30～14:45 西谷生活改善センター
14:50～15:05 大江多目的集会所 14:50～15:05 志子部除雪車廻し場

八　

東　

地　

域

安部コース（木曜日） 八東コース（金曜日）

巡
回
日

１０月 2 日・16 日・30 日 １０月 10 日・24 日
１１月 13 日・27 日 １１月 7 日・21 日
１２月 11 日・25 日 １２月 5 日・19 日

１月 15 日・29 日 １月 9 日・23 日
２月 12 日・26 日 ２月 6 日・20 日
３月 12 日 ３月 6 日・20 日

巡
回
時
間

14:00～14:15 新興寺橋付近 14:15～14:25 尾崎医院駐車場
14:20～14:35 安井宿公民館付近 14:30～14:40 茂田バス停付近
14:40～14:55 旧下日下部バス停付近 14:50～15:00 皆原農村婦人の家
15:00～15:15 上日下部公会堂前 15:15～15:25 佐崎ワサビ出荷施設付近
15:20～15:35 桜ヶ丘公民館前 15:35～15:45 三浦にこにこ広場前

15:50～16:10 八東保育所付近　空き地

　平成26年度下半期　

今年度下半期の移動図書館車の巡回予定日時は、次のとおりです。絵本、児童書、専門書、
雑誌、小説など約1,300冊の本を積載しております。読みたい本など積載していない場
合は、予約していただければ次の巡回日にお持ちします。お気軽にお立ち寄りください。

移動図書館車 巡回予定表
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公民館だより 連
絡
先

〒680-0463
八頭町宮谷80番地
八頭町中央公民館
 ☎ 72-3113
FAX.72-3488

 趣 旨   いつまでも輝く女性であるため、心身ともに豊かで生きがいのあるライフスタイル

を目指して、幅広い学習により、自分磨きや仲間づくりを目的とします。

 名 称  女性教養講座

 主 催 者  八頭町中央公民館

 開講期間  本年度は年間4回とし、９月から2月に開催します。

 開講場所   八頭町中央公民館（旧郡家公民館）を主会場とし、学習内容によって会場を変更します。

 対 象 者  女性で学習意欲のある方

 学習内容  ９月２５日（木）政治経済

　　　　　１０月１５日（水）フラワーアレンジメント講座

　　　　　１２月中旬　　　　肌の手入れとメークアップ講座

　　　　　 ２月１２日（木）健康講座と薬膳料理

 定 員  ３０名程度（先着順）

 申込期日  ９月１９日（金）

 申し込み方法・問い合わせ 
ご希望の方は、公民館へ電話

またはFAXでご連絡ください。

☎ 72-3113　FAX 72-3488

中央公民館の開館日は
次のとおりです。

【開館日時】
　　火・木・土曜日　　

8：30～22：00
　　水・金・日曜日　　

8：30～17：15

月曜日と

祝日は休館です

開館日のお知らせ 開催期日  １１月１日（土）・２日（日）
【芸能発表の部】
 期　　日  １１月２日（日） 
 会　　場  八東体育文化センター
【作品展示の部】
 期　　日  １１月１日（土）・２日（日）
 会　　場   中央公民館・船岡地区公民館・八東地区公民館　

（従来どおり３会場で実施）
　　　　    今年は合併10周年を迎え、合同開催で実施します。
 問い合わせ  中央公民館 ☎72-3113

場　所　中央公民館
日　時　9月28日（日）10：00～11：20 　 
　映画　「劇場版　アニメ忍たま乱太郎 
　　　　　　　　　忍術学園　全員出動！の段」

みんな
見に  来てね！

子どもシアター

八頭町文化祭開催平成26年

素敵なあなたに贈る

女性教養講座
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外国語指導助手（ALT）の紹介

犬の糞
ふん

の後始末及び飼い主のマナーについて

「八頭町子育て講演会」の開催

八頭町行政懇談会開催のお知らせ

第34回八頭町長杯ゴルフ大会開催

２学期から町内の小
中学校に外国語指導助
手（ALT）としてニュ
ージーランド出身のシ
ム・レイモンド・ワイ
リョウンさんが来町さ
れました。

いろいろな所でお会
いする機会があると思
います。どうぞよろし
くお願いします。

犬の散歩中に、犬が道路や私有地に糞をしても持
ち帰らない人がいます。飼い犬の糞の後始末は、飼い
主の当然のマナーです。飼い主が必ず糞を持ち帰りま
しょう。また、犬の放し飼いは禁止されています。散歩を
されるときも、必ず引き綱などを装着し、鑑札をつけてく
ださい。

八頭町小・中学校ＰＴＡ連絡協議会と青少年
健全育成八頭町民会議の共催で、子育て講演会
を開催します。

保護者として、地域の大人として、子どもたち
の成長にどう関わっていったらよいか考えてみま
せんか？

お誘い合わせの上ご参加ください。
 日　時  10月5日（日）14：00～15：30
 場　所  船岡地区公民館　大集会室
 演　題  「はっけよい 親子」
 講　師  鳥取城北高等学校
　　　　副校長　石浦 外喜義さん
 問い合わせ 
青少年健全育成八頭町民会議　☎84-1232

皆さまから町政に対するご意見や地域の課題
及び活性化への提言等をお聞かせいただく場と
して、行政懇談会を開催します。

本年は、下記により開催を計画していますの
で、最寄りの会場又は、都合のよい会場にお越
しください。多数の参加をお願い致します。

なお、協議事項は、人口減少対策、八頭町総
合計画、有害鳥獣対策等を予定しています。
 開催時間  午後7時から

開　　催　　日 開　催　場　所
10 月 1 日（水） 　隼地区公民館
10 月 2 日（木） 　大江地区公民館
10 月 3 日（金） 　船岡地区公民館
10 月 5 日（日） 　済美地区公民館
10 月 6 日（月） 　八東体育文化センター
10 月 7 日（火） 　八東地区公民館
10 月 8 日（水） 　安部地区公民館
10 月 9 日（木） 　上私都改善センター
10 月 10 日（金） 　中私都改善センター
10 月 11 日（土） 　下私都改善センター
10 月 12 日（日） 　郡家東地区公民館
10 月 13 日（月） 　郡家西地区公民館
10 月 14 日（火） 　国中改善センター
10 月 15 日（水） 　大御門体育センター

 開催月日  9月20日（土）・21日（日）
 場　　所  郡家ゴルフ倶楽部
 参加資格  オープン参加
　　　　 （原則2人以上でエントリー）
 プレー料金  メンバー・ビジター共5,900円

（プレー代・食事代・参加費・利用税込み）
 競技方法  ハンディーキャップはダブルペリア方式  
 そ の 他   両日の参加も可
 申込み期限   9月17日（水）正午
※定員になり次第締め切り
 申込み  郡家ゴルフ倶楽部（西御門977-5）
 問い合わせ  ☎ 72-1211　FAX 72-1212

シム・レイモンド・ワイリョウンさん

秋の全国交通安全運動
 運動期間  ９月２１日（日）～９月３０日（火）
【運動の重点】
⑴ 子どもと高齢者の交通事故防止
⑵  夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交

通事故防止
⑶  チャイルドシートと全ての座席のシートベル

トの使用（着用）の徹底
⑷ 飲酒運転の根絶
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公営住宅入居者募集
【団地名・所在地】

団地名 場所 構造等 間取り

県営住宅
八東第二
団地
２- ２号

八頭町
東
378 番地
1

木造
２階建
３ＤＫ

１階　和室６畳・ＤＫ
　　　浴室・トイレ
２階　和室６畳
　　　洋室６畳

県営住宅
八東第二
団地
２- ３号

八頭町
東
378 番地
1

木造
２階建
３ＤＫ

１階　和室６畳・ＤＫ
　　　浴室・トイレ
２階　和室６畳
　　　洋室６畳

 月額家賃  収入により決定します。
 敷　　金  月額家賃の３か月分
 募集期間  9 月 1 日（月）～ 9 月 11 日（木）
 選　　考  入居審査会、または抽選で決定します。
 入居予定  9 月末
 入居資格  詳しくは、下記までお問い合わせ下さい。
 お問合せ・申込先 
八頭町役場　建設課　☎ 76-0206

10月からチャイムの時間が午後5時に変更

あなたのお金が狙われています！

10月から、防災行政無線による夕方のチャイム
の放送時間が、午後5時に変更されます。

夕方のチャイム放送時間
10月～3月は午後5時、4月～9月は午後6時

不特定多数の人に電話などで、対面すること
なくお金をだまし取る詐欺が多発しています。具
体的には「オレオレ詐欺」「架空請求詐欺」「買
え買え詐欺」「還付金詐欺」などがあります。県
内での被害額は過去最悪だった去年の２倍に増
えています。詐欺で狙われるのは高齢者だけで
はありません。

　被　害　防　止　の　ポ　イ　ン　ト　
☆ 電話による儲け話は｢詐欺｣の可能性が大!!
☆  レターパック、ゆうパック、宅配便で、お金を送

れと言われたら100％詐欺です。
☆  不審な電話がかかったら、一度電話を切って消

費生活相談窓口にご相談ください。
八頭町役場消費生活相談窓口　☎84-1230

入　札　結　果
入 札 日　平成26年7月15日 
工 事 名　中央中学校ランチルーム改修工事 
工事場所　八頭町郡家 
所 管 課　学校教育課 
落札金額　77,760,000円（税込）
落札業者　藤原組・松田組特定建設工事共同企業体
 
入 札 日　平成26年7月24日 
工 事 名　才代公民館新築工事 
工事場所　八頭町才代 
所 管 課　総務課 
落札金額　32,184,000円（税込）
落札業者　㈱竹内組 
 
入 札 日　平成26年7月30日 
工 事 名　下濃船久線改良工事（３工区） 
工事場所　建設課 
所 管 課　八頭町船岡 
落札金額　16,113,600円（税込）
落札業者　東洋建設㈱ 
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【買え買え詐欺】
実在する大手企業
を騙って電話をか
け、「限られた人
しか買えない」と
言って架空の社債
や未公開株を購入
させる手口。

【架空請求詐欺】
使用した覚えのな
い未払い金につい
て、メールやはが
き、封書などで督
促し、代金を払わ
せる手口。

【オレオレ詐欺】
息子や孫のふりを
して電話をかけ、
「事故で金 がい
る」「会社の金を使
い込んだ」などと言
って現金を振り込
ませる手口。

【還付金詐欺】
公的機関の職員を
名乗る者から、税
金や医療費の還付
金があると電話が
あり、ＡＴＭ操作を
させてお金を騙し
取る手口。



ハンセン病回復者との交流会　参加者募集

手話奉仕員養成講習会《入門課程》受講者募集

東部消防局からのお知らせ
東部広域火災予防条例の一部改正について ハンセン病回復者の方々が入所されている瀬

戸内の島を訪ねてみませんか？
岡山県にある国立療養所（長島愛生園、邑久

光明園）に入所されている方による講演会及び
施設見学を通じて、ハンセン病への理解を深め
ていただくため、参加者を募集します。
 実施日  10月23日（木）　８：00～20：45
 訪問先  国立療養所　長

ながしま

島愛
あいせい

生園
えん

　　　 　（岡山県瀬戸内市邑久町虫明6539）
　　　　国立療養所　邑

お く

久光
こう

明
みょう

園
えん

　
　　　 　（岡山県瀬戸内市邑久町虫明6253）
 参加費  無料（ただし、昼食代が別途必要です。）
 募集人数  24名（先着順）
 募集方法   郵送、電話、FAX、メールのいずれかで

住所、氏名、電話番号、訪問経験の有無
を申し込みの際にお知らせください。

 募集期限  ９月２６日（金）まで
 申し込み／問い合わせ 
鳥取県東部福祉保健事務所　健康支援課
〒680-0901　鳥取市江津730
☎0857‐22‐5694　　FAX0857‐22‐5669
Mail:toubu_fukushihoken@pref.tottori.jp

聴覚に障がいのある方のコミュニケーション支
援を行う手話奉仕員を養成するため、講習会を
次のとおり開催します。
 開催期間  10月22日～（21回）
　　　　　　おおむね毎週水曜日
 開催時間  18：45～20：45
 会　　場  県民ふれあい会館
 内　　容   厚生労働省手話奉仕員養成カリキュ

ラムに準じ、実技と聴覚障害者福祉
等に関する講義

 対　　象   聴覚に障がいのある方の福祉に理解
と熱意を有する高校生以上

 定　　員  40名
 受 講 料  2,000円（テキスト代別途）
 申込期限  10月7日（火）必着
 問い合わせ  鳥取県中部聴覚障がい者センター
☎0858-27-2355

昨年の京都府福知山市の花火大会の事故を踏
まえ、多数の者が集まる催し（イベント）に対す
る防火管理のため規定の整備を行います。

主催者・露店等の開設者に対する義務化

多数の者が集まる催しで対象外となるもの

 問い合わせ 　
消防局予防課 ☎0857-23-2460
八頭消防署 ☎0858-85-1211

①火気を取扱う露店等は［消火器の準備」
　⇒　原則として露店等ごとに設置必要
② 火気を取扱う露店等は［露店開設届出

書」の提出
　⇒　３日前までに消防署に提出

～多数の者が集まる催し※１で、
対象火気器具等※２を使用する場合～

※１  祭礼、縁日、花火大会、展示会その他の
多数の者の集合する催し

※２  火を使用する器具又はその使用に際し火
災の発生するおそれのある器具

相互に面識がある者の集まる催し、集
まる範囲が個人的なつながりに留まる場
合は対象外となります。

以下が、その例です。
１　近親者によるバーベキュー
２　幼稚園等で父母が主催する催し
３　 自治会等が行う催しで主に会員を対

象にしたもの
４　 職場等が行う催しで主に職員を対象

としたもの
５　 老人会等が行う催しで主に会員を対

象にしたもの
６　 その他地域又は参加者等を限定し開

催される催し

オータムジャンボ宝くじ発売
１等　3億3,000万円×13本
（発売総額390億円・13ユニットの場合）
前後賞各　3,000万円×26本
（発売総額390億円・13ユニットの場合）
発売期間　9月19日（金）～10月10日（金） MY

BAG

お買い物には、マイバッグ
を持参しましょう
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稲荷体験農園利用者募集

平成２６年度　はっとうフルーツ観光園　開園日・入園料

　自然豊かな八頭町で野菜や花などを栽培して
みませんか？
　この農園は、農業を愛し土に親しむ人、野菜や
花を作って自然に触れ合い農業を理解しようとす
る人などに利用していただくための施設です。
　現在、全区画（43区画）中、10区画の空きが
ありますので、農園利用をご希望の方はご連絡
ください。
　※募集区画の定数に達し次第、
締切らせていただきますので、ご
了承ください。
 農園の場所  八頭町稲荷
 農園の区画  57.5㎡／区画
 入園の期間  4月～翌年3月まで（毎年更新）
 入 園 料  1区画　5,000円／年間
 問い合わせ  産業観光課　☎ 76-0208

品目 品種名 開園日
入園料 入園料に

含むもの 備考
大人 小学生 幼児 3歳未満

なし

真寿 8月23日（土）、24日（日）、30日（土）、
31日（日）

9月 6日（土）、7日（日）、13日（土）、
14日（日）、15日（月）、20日（土）、
21日（日）、23日（火）、27日（土）、
28日（日）

10月 4日（土）、5日（日）、11日（土）、
12日（日）、13日（月）

800円 600円 500円 無料
園内では

時間無制限で
食べ放題

・平日は要予約
・開園時間
　9：00～16：00
・お持ち帰り
　350円～/㎏
・15名以上の
利用は要予約

秋栄

秋麗

二十世紀

あきづき

王秋 11月１日（土）～

ぶどう ピオーネ

8月30日（土）、31日（日）
9月 6日（土）、7日（日）、13日（土）、

14日（日）、15日（月）、20日（土）
21日（日）、23日（火）、27日（土）、
28日（日）

10月 4日（土）、5日（日）

700円 500円 400円 無料 ぶどう１房

・平日は要予約
・お持ち帰り
　900円/㎏
・15名以上の
利用は要予約

くり
銀寄 9月27日（土）、28日（日）

10月 4日（土）、5日（日）、11日（土）、
12日（日）、13日（月）

1,000円 くり１ｋｇ
・完全予約制
・お持ち帰り
　800円/㎏筑波他

りんご

ジョナ
 9月27日（土）～

600円 500円 400円 無料
園内では　　　　

時間無制限で
食べ放題

・15名以上の
利用は要予約
・20名以上の団体
は入園料1割引き

早生ふじ

ふじ 10月25日（土）～

 予約申込  観光園管理棟　☎ 84-6030　FAX 84-6031　 開園時間  10時～16時　 駐車場  無料　 トイレ  有
 問い合わせ 
フルーツ総合センター（道の駅はっとう）☎84-3870　はっとうフルーツ観光園　☎84-6030
ＪＡ鳥取いなば八東支店営農経済課　☎84-3322　八頭町役場産業観光課　☎76-0208
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指定管理者を募集
八頭町では次の施設の指定管理者を下記によ

り募集します。
 指定管理施設 
・船岡竹林公園（西谷）
 指定管理期間 
平成27年4月1日～平成30年3月31日の3年間
 応募資格  法人その他の団体
 募集要項の公開期間並びに公開場所 
9月8日（月）～9月30日（火）産業観光課
 説明会  9月10日（水）午後6時～八東庁舎2階第2会議室
 受付期間  10月1日（水）～10月15日（水）
 応募方法  応募書類を直接産業観光課へ提出し
てください。
 問い合わせ  産業観光課　☎76-0208



「平成２６年度建設業就職面接会」の開催について

ケーブルテレビをご覧の皆様へ

八頭町議会　放送予定日
9月５･８･９･10･11･26日

八頭町ケーブルテレビ（11ch）
9月放送番組

電源立地地域対策交付金で整備

【定例農業委員会の開催について】

お　詫　び

ハローワーク鳥取では、建設分野を対象とし
た建設人材不足対策における建設人材確保プロ
ジェクトとして「建設業就職面接会」を開催し
ます。
 日　時  9月19日（金）13時30分～15時
 場　所  白兎会館　飛翔の間
　　　　（鳥取市末広温泉町556）
 参加対象者 
　・ハローワーク鳥取管内の建設関連事業所　
　・ 建設業を希望する一般求職者、職業訓練修了

（予定）者、学卒求職者
 問い合わせ 
　ハローワーク鳥取　☎0857-23-2021

八頭町議会定例会の「本会議」を「やずチャン
ネル（11ch）」で 9 月 5 日（金）・8 日（月）・9 日（火）・
10 日（水）・11日（木）・26 日（金）に生中継する
予定です。ぜひご覧ください。

 新しく放送される番組 
・川遊びフェスタin八東川
・グリーン・ツーリズム施設紹介
・祝　八頭高校　甲子園出場
 放送中の番組 
・八東ふる里の森イベント
・負けんで！特殊詐欺！
・進む企業誘致
・親子リズム体操
・八頭町グラウンドゴルフ大会

電源立地地域対策交付金は、発電用施設の立
地地域・周辺地域で行われる公共用施設設備等
の事業に対して交付されるものです。

平成 26 年度上半期事業として、生活基盤の
整備を図るため、電源立地地域対策交付金を活
用して以下の事業を実施しました。
西御門地区水路改良工事「設計」
（八頭町西御門地内）
 総事業費  702千円
 事業内容  測量・水路改良設計

 開催日  9月12日（金）午後１時30分～
 開催場所  八東庁舎　会議室
 提出先・問い合わせ 
農業委員会事務局　☎76-0207

申請書は、毎月２０日までに提出してくださ
い。翌月の定例農業委員会で審議します。

5月に全戸配布いたしました「育み」―八頭を育
てた学舎―に掲載している写真の中で、表紙の一
部及び 15 ページ上段の隼小学校の校舎の写真は、
八頭町門尾 326 番地　中山哲史氏（公益社団法人
日本写真協会会員）の撮影によるものでした。中山
氏に無断で使用し、トリミングし、また校歌を書き込
んで使用したことにより、中山氏の著作権（著作権
法第 19 条、第 20 条及び第 63 条）を侵害しており
ました。中山氏にはご迷惑をおかけし、大変申し訳
ございませんでした。

このことは、職員の著作権に対する認識が不足し
ていたことによるものであり、八頭町では、著作権
に対する認識を深めるとともに、今後このような著作
権侵害のないよう、再発防止に努めて参ります。

「コリドー21恋結びパーティー2014」参加者募集
コリドー21では、次のとおり「恋結びパーティ

ー」を開催します。ぜひご参加ください。
 日　　時  11月16日（日）15：00～18：00
 会　　場  「砂丘の家レイガーデン」
　　　　　　鳥取市福部町湯山2164‐804
 募集対象   概ね30歳～45歳の独身男女各20名（岩

美町、香美町、新温泉町、鳥取市、八頭
町、若桜町に在住・在勤の方）

 参 加 費  男性2,500円 女性1,500円（当日集金）
 申込締切  10月31日（金）必着
 お問い合わせ  コリドー21事務局（香美町役場内）
☎0796-36-1962　FAX 0796-36-3809
E-mail:kikaku@town.mikata-kami.lg.jp
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まちの話題

Topic of town

町
内
一
斉
清
掃
が
８
月
３
日
（
日
）
、

町
内
全
域
で
統
一
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

船
岡
地
域
で
は
、
全
集
落
と
建
設
業
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
「
ク
リ
ー
ン
ク
リ
ー

ン
大
作
戦
」
と
し
て
一
斉
清
掃
が
行
わ

れ
、
草
刈
り
や
ゴ
ミ
拾
い
な
ど
に
汗
を
流

し
ま
し
た
。

八
東
地
域
で
は
、
「
ひ
ま
わ
り
ク
リ
ー

ン
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
（
主
催
：
郵
便
局
、

共
催
：
八
頭
町
・
八
頭
町
建
設
業
協
会

（
八
東
地
域
）
）
と
し
て
清
掃
活
動
が
行

わ
れ
、
道
の
駅
は
っ
と
う
周
辺
と
用
呂
パ

ー
キ
ン
グ
を
中
心
に
ゴ
ミ
拾
い
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。

郡
家
地
域
で
は
、
八
頭
町
建
設
業
協
会

（
郡
家
地
域
）
が
郡
家
球
場
周
辺
の
草
刈

り
を
行
い
ま
し
た
。

「
八
東
ふ
る
里
の
森
ま
つ
り
」
が
７
月

21
日
（
月
・
海
の
日
）
、
八
東
ふ
る
里
の

森
で
開
催
さ
れ
、
３
０
０
人
を
超
え
る
来

場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

管
理
棟
前
に
設
置
さ
れ
た
特
設
ス
テ
ー

ジ
で
は
、
八
東
平
成
太
鼓
、
八
頭
町
Ｐ
Ｒ

隊
な
ど
、
各
種
団
体
に
よ
る
演
奏
や
踊
り

な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

バ
ザ
ー
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
山
菜
お
こ
わ

や
世
直
し
ニ
ラ
餃
子
、
焼
き
そ
ば
な
ど
の

販
売
が
行
わ
れ
、
お
昼
に
は
完
売
し
て
い

ま
し
た
。

ま
た
、
つ
き
た
て
の
き
な
粉
も
ち
と
よ

く
冷
え
た
ス
イ
カ
が
１
０
０
名
分
無
料
で

振
る
舞
わ
れ
た
ほ
か
、
ナ
ナ
カ
マ
ド
な
ど

の
苗
木
の
無
料
配
布
も
行
わ
れ
、
来
場
者

に
大
変
好
評
で
し
た
。

「
第
64
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
二

町
合
同
研
究
大
会
」
が
７
月
23
日
（
水)

若
桜
町
公
民
館
で
八
頭
町
と
若
桜
町
の
合

同
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
犯
罪
の
防
止
と
罪
を
犯

し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合

わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
住
み

よ
い
社
会
を
築
く
こ
と
を
目
的
に
毎
年
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

大
会
当
日
は
、
両
町
の
八
頭
保
護
区
保

護
司
会
な
ど
各
種
団
体
の
メ
ン
バ
ー
が
若

桜
駅
前
に
集
合
し
．
若
桜
町
公
民
館
ま
で

広
報
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。

到
着
し
た
若
桜
町
公
民
館
で
中
学
生
た

ち
に
よ
る
意
見
発
表
と
鳥
取
刑
務
所
所
長

の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
を
き
れ
い
に
…

町
内
一
斉
清
掃　

「
八
東
ふ
る
里
の
森
ま
つ
り
」

開
催　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

二
町
合
同
研
究
大
会　

船岡地内の一斉清掃

広報パレード

ステージ発表

話題・情報は、企画課へ
TEL 84-1228　FAX 84-2818

e メール　yazu-kouhou@town.yazu.tottori.jp
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日
本
郵
便
株
式
会
社
中
国
支
社

及
び
東
海
支
社
が
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

フ
レ
ー
ム
切
手
セ
ッ
ト
「
隼
駅
ま

つ
り
」
を
販
売
す
る
こ
と
を
記
念

し
、「
ハ
ヤ
ブ
サ
の
日
」
の
８
月

８
日
（
金
）
若
桜
鉄
道
隼
駅
に
お

い
て
、贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
、
鳥
取
県
東
部
の
郵
便

局
代
表
よ
り
吉
田
英
人
八
頭
町
長

他
2
名
に
、
切
手
セ
ッ
ト
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
東
京
か
ら
も
隼
ラ
イ

ダ
ー
が
お
祝
い
に
駆
け
つ
け
、
ス

ズ
キ
の
バ
イ
ク
「
隼
」
が
会
場
に

華
を
添
え
ま
し
た
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
レ
ー
ム
切
手
セ

ッ
ト
は
、
ス
ズ
キ
製
大
型
バ
イ

ク
「
隼
」
の
様
々
な
姿
が
描
か

れ
た
10
種
類
の
52
円
切
手
、
台

紙
、
ス
ズ
キ
本
社
か
ら
特
別
提
供

さ
れ
た
ス
テ
ッ
カ
ー
の
セ
ッ
ト
で

１
３
４
０
円
。
販
売
前
か
ら
県
内

郵
便
局
に
問
い
合
わ
せ
が
あ
る
ほ

ど
の
反
響
ぶ
り
で
、
数
日
で
完
売

し
ま
し
た
。

「
川
遊
び
フ
ェ
ス
タ
in
八
東
川
」
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人　

八
東
川
清
流
ク
ラ
ブ
主
催
）

が
８
月
２
日
（
土
）
、
東
地
内
に
あ
る
勘

衛
門
土
手
公
園
周
辺
で
開
催
さ
れ
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
な
ど
が
見
守
る
中
、

町
内
を
中
心
と
し
た
小
学
生
約
70
名
が
川

遊
び
を
満
喫
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
魚
の
つ
か
み
取
り
、

カ
ヌ
ー
体
験
、
い
か
だ
で
川
下
り
、
水
生

生
物
の
調
査
を
体
験
し
ま
し
た
。

川
下
り
用
の
い
か
だ
は
、
八
東
小
学
校

の
４
年
生
た
ち
が
リ
サ
イ
ク
ル
の
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
を
束
ね
て
作
っ
た
も
の
で
、
竹
の

さ
お
と
ス
タ
ッ
フ
の
力
を
借
り
て
進
ん
で

い
ま
し
た
。

昼
食
時
に
は
、
つ
か
み
取
り
し
た
ニ
ジ

マ
ス
を
塩
焼
き
に
し
、
参
加
者
全
員
が
舌

鼓
を
打
ち
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し

た
。

特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ｊ
Ｕ
Ｍ
Ｐ
（
大

阪
市
）
主
催
に
よ
り
、
大
阪
市
東
淀
川
区

の
小
学
生
53
名
が
参
加
し
て
、
７
月
19
日

（
土
）
か
ら
21
日
（
月
）
ま
で
、
船
岡
竹

林
公
園
で
の
野
外
キ
ャ
ン
プ
を
通
じ
て
、

八
頭
町
の
豊
か
な
自
然
環
境
の
中
、
自
然

体
験
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
川
遊
び
、
カ
ヌ
ー
体

験
、
野
菜
の
収
穫
、
枝
豆
植
え
、
そ
し
て

野
鳥
観
察
な
ど
様
々
な
体
験
を
行
い
、
八

頭
町
の
自
然
を
楽
し
み
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
「
初
め
て
の
テ
ン
ト

生
活
で
、
薪
で
ご
は
ん
を
炊
き
ま
し
た
」

「
ヤ
マ
メ
を
捕
り
、
ま
た
若
桜
鉄
道
の
列

車
乗
り
は
楽
し
か
っ
た
で
す
」
な
ど
と
、

八
頭
町
で
の
夏
休
み
の
思
い
出
を
い
っ
ぱ

い
に
し
て
い
ま
し
た
。

「
隼
駅
ま
つ
り
」
オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
レ
ー
ム

切
手
セ
ッ
ト
販
売
開
始　

川
遊
び
フ
ェ
ス
タ

in
八
東
川　

大
自
然
で
遊
ぼ
う
！

Ｊ
Ｕ
Ｍ
Ｐ
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
in
八
頭
町

関係者のみなさん
オリジナルフレーム切手セット

「隼駅まつり」の一部

ヤマメを捕まえる子どもたち

いかだで川下り
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有 料 広 告
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独身のご子息・ご令嬢様のおられる
親御様。まずは無料相談会に
どうぞお気軽にご参加ください
（お1人ずつ対応させて頂きます）

営業時間

で　　検索

マリエンはあなたの婚活を応援します！

ホープスターとっとり

TEL（0857）
　　26-33１１

で
の
な
楽
が
り
座
ち
立

す
ま
け
頂
ぎ
ろ
つ
く
お
30席限り

和室テーブル膳

5,000
マイクロバス無料送迎致します。
10人様以上（要予約）お客様のご予算に応じて承ります。

（税・サ別）

９月の土曜市は（９月６日土曜日）９時～１１時
大好評！つき立てもち（5 個入りパック：250 円）
はっとう産梨を豊富に取り揃えております！
その他特価品満載。是非お出かけ下さい。
進物様梨、ぶどうも承ります。
 問い合わせ　フルーツ総合センター ☎ 84-3870

フルーツ総合センターからの
お知らせ



ひとのうごき 平成26年8月15日届出現在（敬称略）

八頭町の
世帯数と人口

８月 1 日現在
（　）内は前月比

世帯数 6,032 世帯（+ 3）

総人口 18,263 人　（-1５）

　　男 8,778 人　（- ６）

　　女 9,485 人　（- 9）

 因幡霊場の休場日
今月の休場日は９月18日（木）です。
詳しくは、因幡霊場（☎0857-51-8320）へ

YAZU
2014.927

総合相談（人権・行政・心配事）

9月の窓口業務時間延長実施日

弁護士による「なんでも無料相談」

巡回行政相談

行政書士会無料相談
相続・遺言、成年後見、農地転用・許認可申請・

契約など（行政書士対応）

 実 施 日　9月5日･12日･19日･26日の金曜日
 実施時間　午後5時15分～午後7時
 実施場所　八頭町役場 仮庁舎

詳しくは、福祉環境課（☎ 76-0211）または
税務課（☎ 76-0204）にお問い合わせください。

さまざまな問題に弁護士が無料で法律相談に応
じます。（事前予約制・先着４名）
 日　時　10月3日（金）13：30～16：00
 会　場　男女共同参画センター「かがやき」
 申込先　八頭町男女共同参画センター
　　　　  ☎84-1228

行政に関する相談はありませんか？行政相談
委員が無料で相談をお受けします。
 日　時　9月27日（土）13：30～15：30
 会　場　隼地区公民館
 問い合わせ　企画課 ☎84-1228

 日　時　9月13日（土）10：00～15：00
 会　場　県立図書館2階　小研修室
 問い合わせ　鳥取県行政書士会事務局

　　　　　　　　☎0857-24-2744

人権擁護委員、行政相談委員などが無料で相
談を受けます。お気軽にご相談ください。
 日　時　9月10日（水）
　　　　 13：30～16：00
 会　場　中央公民館、船岡･丹比地区公民館
 問い合わせ　人権推進課 ☎72-3976

９月は・・・

 国民健康保険税（第２期分）の納付月です

 納付期限、口座引落日は 9 月 30 日（火）です。
 納期内の納付にご協力をお願いします

　

お

め

で

た

　

誕生日 名　　　　前 ところ おとうさん・おかあさん

7月10日 山本　一
いっせい

惺 （奥　谷）治　幸・り　か

12日 清水陽
ひ な み

奈美 （下　濃）貴　之・奈　央

14日 齋藤俊
しゅん

太
た

朗
ろう

（船岡殿）卓　弥・真理子

16日 堀　　歩
あゆ

実
み

（郡家中区）範　希・祐　子

17日 西川朔
さく

太
た

郎
ろう

（市　谷）啓　太・歌　菜

23日 與古田亮
りょう

介
すけ

（久能寺）光　優・理　恵

24日 賀川　結
ゆ あ

愛 （賀茂町）真　二・恵　美

28日 林　辰
しん

乃
の

助
すけ

（稲　荷）辰　彦・裕　子

8月1日 花木　璃
り と

翔 （才　代）　賢　・麻　衣
　

お

く

や

み

　

日　　付 名　　　前 ところ 年齢

7月　17日 森　本　　　一 （上野上） ７３歳

17日 村　松　アサノ （久能寺） ９０歳

19日 岡　島　聰　子 （下　町） ８９歳

25日 岸　本　　　修 （坂　町） ８０歳

26日 小　谷　　　勲 （宮　谷） ８７歳

30日 田　中　きく江 （国中２） ８７歳

31日 杉　原　光　枝 （上日下部） ８９歳

8月　 5日 森　下　善　市 （大　江） ７８歳

7日 山　根　靜　枝 （新　庄） ７２歳

7日 　内　敏　雄 （上大坪） ５４歳

12日 岩　村　正　榮  （北　山） ９６歳

12日 谷　尾　玉千代  （下　野） ８８歳

12日 木　原　幸　江  （下日下部） ８６歳

14日 松　本　　　收  （坂　田） ８０歳
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古
紙

配
合

率
100％

再
生
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と

環
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に
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し
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大

豆
油

イ
ン

ク
を

使
用

し
印

刷
し

て
い

ま
す

。

男女共同参画啓発シリーズ
男女で取り組む地域防災

9 月1日は大正 12 年の同日に発生した関東大震災
を教訓に昭和 35 年から「防災の日」と制定されており、
八頭町でもこの日を「八頭町防災の日」と定めて、集
落ごとに防災訓練の実施をお願いしてきています。

大規模災害時には、消防・行政機関の活動が制限
されたり、迅速に対応出来ない可能性があります。

そのため地域住民の一人ひとりが「自分たちの地域
と自らの命は、自分たちで守る」ことが必要となり、『自
主防災組織』による活動が不可欠となります。

いざ災害が起きてから対応していては、財産や尊厳、
生命をも失いかねません。日頃から少しずつ地域や家
庭で物資だけではなく、“意識における災害への備え”
を蓄えていきましょう！

八頭町関西事務所　畔田士生

関西圏で八頭
町の認知度を高
めることを目的
に、人脈づくり、
情報発信、販路
開拓、交流の拡
大、観光ＰＲ等
を行うため、平
成 21 年 4 月、鳥
取県関西本部内
に八頭町関西事務所を開設し、6 年目をむかえまし
た。

主に、交流人口の拡大、八頭町への定住促進や
観光客誘致、関西圏での農産物等の販路拡大を行
っています。また、物産観光やず、八頭町観光協会（き
らめきプラザ八頭）等に関西圏の情報もフィードバ
ックしながら共同歩調を図り、八頭町の経済活性化
をめざしています。今後も、人的交流、農産物等販
路推進を基軸に、各鳥取県人会をはじめ、八頭町
ゆかりの人脈交流の推進を図って行きたいと考えて
おります。

今年、６月には大阪市東成区の郵便局（２局）
で八頭町物産展を開催しました。当日は、多数の
お客様にご来局いただき、野菜類や加工品がほぼ
完売するほど、にぎわいました。

７月には、八頭町産を取り扱っていただいてい
る神戸市のいしはら商店で、世直しニラ餃子の試
食販売を行い、多数のお客様にご来店いただきま

した。
今後も、商

店街をはじめ、
各イベントに
出店し八頭町
の物産市を展
開する予定に
しています。

八頭町＆関西の
キャッチボール

「魅力ある八頭町の情報発信」

まいど

八頭町物産展
（東成深江南郵便局：大阪市内）

世直しニラ餃子の試食販売
（いしはら商店：神戸市内）


